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Sr2RuO4 はその発見 [1]以来、非従来型超伝導体の典型例として盛んに研究が行われてきたが、

未だその超伝導ギャップ対称性についての統一的なコンセンサスは得られていない。近年その ab

面内での上部臨界磁場近傍の振る舞いについて、磁気熱量効果から得られたヒステリシスを伴う

急峻なエントロピー変化 [2]や、精密な面内磁場制御下での磁化曲線の急峻な変化 [3]など、熱力

学量から ab 面内磁場下での１次転移を示唆する報告がなされている。また、NMR 測定において

は測定手法の改良により、従来 [4]では確認できなかった面内磁場下でのナイトシフトの減少が報

告されている[5, 6]。これらの報告は強いパウリ常磁性効果による対破壊を想起させる。更に、詳

細な NMR 測定においては超伝導相内 Hc2(T = 0)近傍に不均一な超伝導状態が存在しているこ

とを示唆する結果も得られている[7].  

我々のグループではこれらの報告を踏まえ、改めて Sr2RuO4 の精密な ab 面内磁場制御下での

上部臨界磁場近傍の熱力学量測定、特に精密な磁歪測定を中心として行った。Sr2RuO4 の超伝

導転移に伴う磁歪変化は、典型的な重い電子系超伝導体等と比較すると非常に小さい。そのた

め、キャパシタンス式の磁歪測定装置の改良を行い、0.02 Å オーダーの感度を実現することで、

明瞭に超伝導シグナルを捉えることに成功した。特筆すべき点としては、この実現した感度下では

磁化や比熱といった他の熱力学量と比較して、より明瞭にヒステリシスを伴う一次転移を観測でき

たことがある。本講演ではこの磁歪測定結果を主として、同一試料において同様に ab 面内に精密

に磁場を制御し、比熱、磁化測定をおこなったので、それらの結果をあわせて報告する。 
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